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松
原
下
屋
敷
（
お
浜
御
殿
）
の

庭
園
を
特
別
公
開
し
ま
す

　

松
原
下
屋
敷
（
お
浜
御
殿
）
は
、

11
代
当
主
井
伊
直な

お

中な
か

に
よ
り
文
化

７
年
（
１
８
１
０
）
ご
ろ
に
琵
琶
湖
畔

に
造
営
さ
れ
た
下
屋
敷
で
す
。
彦

根
藩
の
も
う
１
つ
の
下
屋
敷
で
あ

る
槻

け
や
き

御
殿
（
玄
宮
楽
々
園
）
と
は
立

地
や
趣
も
異
な
り
、
公
式
性
を
離

れ
た
内
向
き
の
、
庭
園
を
主
体
と

し
た
下
屋
敷
で
し
た
。

　

松
原
下
屋
敷
の
庭
園
は
、
優
れ

た
造
園
技
術
を
駆
使
し
、
琵
琶
湖

の
水
や
山
の
自
然
を
い
か
し
て
造

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

教
育
委
員
会
で
は
、
庭
園
や

建
造
物
、
植
生
の
調
査
な
ど
を
行

い
、
調
査
の
結
果
、
貴
重
な
文
化

財
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
り

ま
し
た
。
現
在
、
彦
根
市
が
管
理

団
体
と
な
り
庭
園
の
維
持
管
理
を

図
る
と
と
も
に
、
公
有
化
を
推
進

し
て
い
ま
す
。　

　

こ
の
松
原
下
屋
敷
の
庭
園
を
特

別
に
公
開
し
ま
す
。
新
緑
の
名
勝

庭
園
を
ご
堪
能
く
だ
さ
い
。

公
開
期
間　

４
月
24
日
㈯
～
５
月

16
日
㈰
。
期
間
中
は
毎
日
公
開
。

公
開
時
間　

午
前
９
時
～
午
後
５

時
料
金　

無
料

彦
根
藩
３
つ
の
大
名
庭
園

　

彦
根
城
表
御
殿
・
名
勝
玄
宮
園
・

名
勝
彦
根
藩
松
原
下
屋
敷（
お
浜
御

殿
）
庭
園
を
見
学
し
ま
す
。
大
名

庭
園
を
訪
ね
な
が
ら
、
そ
れ
ぞ
れ

の
違
い
を
発
見
し
て
く
だ
さ
い
。

日
時　

５
月
２
日
㈰　

午
後
１
時

～
同
４
時

集
合
場
所　

彦
根
城
博
物
館
前

定
員　

50
人
（
先
着
順
）

対
象　

小
学
生
以
上
の
人

参
加
費　

１
０
０
円
（
資
料
代
）

申
込
期
間　

４
月
15
日
㈭
～
同
30

日
㈮

歴
史
探
索
ウ
ォ
ー
ク

わ
た
し
の
町
の
戦
国

　

戦
国
時
代
、
彦
根
は
、
佐
々
木

六
角
と
京
極
氏
・
浅
井
氏
の
勢
力

争
い
、
信
長
の
近
江
で
の
最
初
の

拠
点
、
石
田
三
成
に
よ
る
東
国
監

視
の
地
、
関
�
原
の
戦
い
の
最
終

決
着
の
地
と
し
て
、
戦
国
の
歴
史

絵
巻
の
舞
台
と
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、
忘
れ
て
は
な
ら
な
い

の
は
、
群
雄
た
ち
を
支
え
た
、「
わ

た
し
の
町
の
戦
国
」
で
注
目
す
る

各
地
域
の
土ど

豪ご
う

（
土
着
の
豪
族
）
た

ち
と
、
そ
の
土
豪
を
支
え
た
人
た

ち
で
す
。

　

今
回
、
５
回
連
続
シ
リ
ー
ズ
で
、

「
肥
田
城
」、「
山
崎
山
城
」、「
高
宮

城
」、「
佐
和
山
城
」
と
い
う
各
地

域
の
戦
国
時
代
の
様
子
を
、
現
地

を
見
学
し
な
が
ら
解
説
し
ま
す
。

　

第
１
回
目
は
、
肥
田
町
に
あ
る

肥
田
城
跡
や
新
し
く
市
指
定
文
化

財
と
な
っ
た
鹿
島
家
住
宅
を
中

心
に
地
域
の
歴
史
を
解
説
し
ま
す
。

第
２
回
目
以
降
の
詳
し
い
こ
と
は
、

決
ま
り
し
だ
い
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

第
１
回
日
時　

５
月
16
日
㈰　

午

後
１
時
～
同
４
時

集
合
場
所　

肥
田
町
公
民
館

定
員　

50
人
（
先
着
順
） 

対
象　

小
学
生
以
上
の
人

参
加
費　

１
０
０
円
（
資
料
代
）　

申
込
期
間　

４
月
15
日
㈭
～
５
月

14
日
㈮

文
化
財
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

参
加
者
募
集

参
加
者
募
集

募
集
の
申
込
方
法　

教
育

委
員
会
文
化
財
課
に
電
話
、

フ
�
ク
ス
か
E
メ
ー
ル
で

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
教
育
委
員
会
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
申
し
込
む

こ
と
も
で
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

教
育
委

員
会
文
化
財
課
☎
26-

５

８
３
３
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
26-

５
８
９
９
番
、
Ｅ
メ
ー
ル: 

bunkazai@
m

x.hikone.
ed.jp
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足
か
け
３
年
、22
か
月
間
に
わ
た
り
繰

り
ひ
ろ
げ
て
ま
い
り
ま
し
た「
井
伊
直
弼

と
開
国
１
５
０
年
祭
」も
３
月
24
日
で
閉

幕
し
ま
し
た
。

　

実
行
委
員
会
で
は
、「
新
た
な
直
弼
像

の
発
信
」
を
基
本
理
念
に
、数
多
く
の
事

業
を
多
く
の
市
民
の
皆
さ
ん
と
と
も
に

展
開
し
て
き
ま
し
た
。

　

イ
ベ
ン
ト
を
と
お
し
て
、市
民
の
皆
さ

ん
が
、こ
の
時
期
に
訪
れ
て
い
た
だ
い
た

多
く
の
人
々
が
、政
治
の
表
舞
台
で
の
直

弼
公
だ
け
で
な
く
、文
化
人
と
し
て
の
側

面
や
そ
の
生
い
た
ち
な
ど
に
も
触
れ
て

い
た
だ
き
、そ
れ
ぞ
れ
の
直
弼
公
像
を
描

い
て
い
た
だ
け
た
の
で
は
な
い
か
と
考

え
て
い
ま
す
。

　
「
井
伊
直
弼
と
開
国
１
５
０
年
祭
」
で

は
、実
行
委
員
会
を
構
成
す
る
団
体
が
数

多
く
の
主
催
事
業
を
展
開
し
て
き
ま
し

た
。

　

ま
た
、天
秤
櫓
や
佐
和
口
多
聞
櫓
の
特

別
公
開
、
特
別
展
の
開
催
、
彦
根
城
博
物

館
で
の
特
別
企
画
展
や
10
回
に
わ
た
る

「
シ
リ
ー
ズ
直
弼
発
見
！
」
の
展
示
を
開

催
し
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、安
政
の
大
獄
で
刑
死
し
た
吉

田
松
陰
ゆ
か
り
の
萩
市
や
橋
本
左さ

内な
い

ゆ

か
り
の
福
井
市
、家
老
ほ
か
３
名
の
藩
士

が
刑
死
し
た
水
戸
市
で
の
墓
参
を
行
い
、

そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
人
と
の
交
流
も
深

め
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

加
え
て
、
こ
う
い
っ
た
事
業
と
並
行

　
「
井
伊
直
弼
と
開
国
１
５
０
年
祭
」
を

開
催
し
て
お
り
ま
し
た
２
年
間
は
、
平

成
20
年
度
が
66
万
人
余
り
、
平
成
21
度

が
73
万
人
を
超
え
る
多
く
の
皆
さ
ん
に

彦
根
城
を
訪
れ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　

イ
ベ
ン
ト
を
支
え
て
い
た
だ
き
ま
し

た
関
係
各
位
、
さ
ら
に
、
22
か
月
間
に

わ
た
る
「
井
伊
直
弼
と
開
国
１
５
０
年

祭
」
に
暖
か
い
ご
支
援
と
ご
協
力
い
た

だ
き
ま
し
た
皆
様
に
心
か
ら
お
礼
と
感

謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
し
て
市
民
の
皆
さ
ん
に
自
主
的
に
実
施

い
た
だ
く
市
民
創
造
事
業
に
つ
い
て
は
、

51
も
の
活
動
を
展
開
し
て
い
た
だ
き
、

大
い
に
盛
り
上
げ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
「
井
伊
直
弼
と
開
国
１
５
０
年
祭
」
で

得
た
経
験
を
、
彦
根
市
で
現
在
進
め
て

お
り
ま
す
「
歴
史
ま
ち
づ
く
り
事
業
」

や
「
び
わ
湖
・
近
江
路
観
光
圏
」
に
引

き
継
ぎ
、
歴
史
都
市
・
観
光
都
市
と
し

て
の
揺
る
ぎ
な
い
基
盤
を
築
く
こ
と
に

つ
な
げ
て
い
き
ま
す
。

　
「
井
伊
直
弼
と
開
国
１
５
０
年
祭
」
を

支
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
多
く
の
市
民

の
皆
さ
ん
、
彦
根
を
訪
れ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
来
訪
者
に
心
か
ら
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。

井伊直弼と開国１５０年祭
実行委員会　開催市長

（彦根市長）

獅山向洋

井伊直弼と開国１５０年祭
実行委員会　会長

（彦根商工会議所会頭）

北
きた

村
むら

昌
しょう

造
ぞう

新
し
い
テ
ー
マ

「
戦
国　

戦
（
い
く
さ
）」

　

戦
国
の
昔
、
近
江
は
京
へ
の
要
衝
の

地
に
あ
り
、
彦
根
に
も
佐
和
山
城
や
肥

田
城
を
は
じ
め
と
す
る
60
も
の
城
や

砦
が
存
在
し
ま
し
た
。

　

そ
し
て
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
に
は
、
今

日
に
つ
な
が
る
郷
土
の
歴
史
と
文
化

が
あ
り
、
人
々
の
暮
ら
し
が
あ
り
ま
す
。

ま
さ
に
歴
史
の
宝
庫
と
し
て
限
り
な

い
魅
力
を
湛た

た

え
、
想
像
力
を
か
き
立
て

て
く
れ
ま
す
。

　

彦
根
市
で
は
、
ひ
こ
ね
集
客
戦
略
懇

話
会
か
ら
の
提
言
を
受
け
て
、「
国
宝
・

彦
根
城
築
城
４
０
０
年
祭
」
と
「
井
伊

直
弼
と
開
国
１
５
０
年
祭
」
に
続
く

新
た
な
テ
ー
マ
を
「
戦
国　

戦
（
い
く

さ
）」
と
設
定
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
の
イ
ベ
ン
ト
で
つ
ち

か
っ
た
市
民
の
創
造
力
と
行
動
力
を

い
か
し
、
市
民
創
造
事
業
を
湖
東
１
市

４
町
に
拡
大
し
た
「
地
域
創
造
事
業
」

を
展
開
す
る
な
ど
、
周
辺
地
域
と
の
連

携
や
関
係
都
市
と
の
交
流
を
さ
ら
に

深
め
な
が
ら
、
新
た
な
彦
根
市
の
魅
力

を
内
外
に
発
信
す

る
こ
と
で
、
交
流
人

口
の
増
加
と
活
力

あ
る
ま
ち
づ
く
り

へ
つ
な
げ
て
い
き

ま
す
。

たくさんのご参加ありがとうございました

　「井伊直弼と開国１５０年祭」は、平成�0年６

月４日㈬に開幕し、平成��年３月�4日㈬に閉幕

しました。この間、多数の市民の皆さんにご参

加いただきました。市民の皆さん一人ひとりの

力が、盛り上がりの大きな推進力となりました。

　今回は、フィナーレを飾ったイベントや彦根

市の観光・まちづくりの新しいテーマ「戦国　戦

（いくさ）」をご紹介します。

市
民
の
皆
さ
ん
の

笑
顔
と
と
も
に

輝
か
し
い
未
来
へ

②

▲全国古式砲術鉄砲サミット in彦根（①〜④）、　狂言オペラ「たぬきのはらづつみ」（⑤〜⑧）、閉幕記念式典（⑨）

⑨

井
伊
直
弼
と
開
国
１
５
０
年
祭

３
月
24
日
に
フ
ィ
ナ
ー
レ

①
③

④ ⑤

⑦

⑥

⑧
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土
砂
災
害
か
ら
国
民
の

生
命
を
守
る
た
め
、
平
成

13
年
度
に
施
行
さ
れ
た
土

砂
災
害
防
止
法
に
基
づ
く

「
土
砂
災
害
警
戒
区
域
」
お

よ
び
「
土
砂
災
害
特
別
警

戒
区
域
」
が
市
内
計
13
か

所
で
追
加
指
定
さ
れ

ま
し
た
。
（
お
よ
そ
の
場

所
は
次
の
地
図
の
と
お

り
で
す
。
土

は「
土
石
流
」

を
、
急

は
「
急
傾
斜
地
の
崩

壊
」
を
表
し
ま
す
。）

　

こ
の
う
ち
、「
土
砂
災
害

警
戒
区
域
」
に
指
定
さ
れ

る
と
、
彦
根
市
が
警
戒
避

難
体
制
の
整
備
を
図
り
ま

す
。

　

ま
た
、「
土
砂
災
害
特

別
警
戒
区
域
」
で
は
、
特

定
の
開
発
行
為
に
対
し
て

許
可
が
必
要
に
な
っ
た
り
、

建
築
物
の
構
造
の
規
制
や

移
転
の
勧
告
が
行
わ
れ
た

り
し
ま
す
。

土
砂
災
害
（
特
別
）
警
戒
区
域
が

追
加
指
定
さ
れ
ま
し
た

野
田
山
町　

土
砂
災
害
特
別
警
戒
区
域
を
含
む

警
戒
区
域　

２
か
所
（
土
石
流
１
か
所
、
急
傾
斜

地
の
崩
壊
１
か
所
）

鳥居本町高根地区　土砂災害特別警戒区域を含む

警戒区域　２か所（急傾斜地の崩壊）

鳥居本町百々地区　土砂災害特別警戒区域を含む
警戒区域　３か所（土石流１か所、急傾斜地の崩壊２

か所）

古沢町大洞地区　土砂災害特別警戒区域を含む
警戒区域　２か所（急傾斜地の崩壊）

古沢町東山地区　土砂災害特別警戒区域を含む
警戒区域　１か所（急傾斜地の崩壊）

後三条町　土砂災害
特別警戒区域を含む

警戒区域　１か所（急

傾斜地の崩壊）

宮
田
町　

土
砂
災
害

警
戒
区
域　

２
か
所

（
土
石
流
）

　

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ

せ
い
た
だ
く
か
、
彦
根
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

道
路

河
川
課
☎
30-

６
１
２

２
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
24-

５

２
１
１
番
、
湖
東
土
木

事
務
所
管
理
調
整
課
☎

27-

２
２
５
４
番
、
警

戒
避
難
体
制
の
整
備
に

つ
い
て
は
、

危
機
管

理
室
☎
30-

６
１
５
０

番

安や
す

田だ　

愛あ
い

梨り

さ
ん
（
高
宮
小
学
校
５
年
）

ポ
ス
タ
ー
・
小
学
生
の
部

学年は、応募時のものです
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大
型
連
休
の
ご
み
等
収
集
と

直
接
搬
入
に
つ
い
て

　

４
月
29
日

（木・祝）
か
ら
５
月
５
日

（水・祝）

ま
で
の
ご
み
等
収
集
お
よ
び

清

掃
セ
ン
タ
ー
へ
の
直
接
搬
入
は
下

の
表
の
と
お
り
で
す
。

　

な
お
、
ご
み
等
収
集
日
に
つ
い

て
は
、「
ご
み
等
の
収
集
カ
レ
ン

ダ
ー
」
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　

５
月
４
日

（火・祝）
は
火
曜
日
の
収
集

区
域
、
同
５
日

（水・祝）
は
水
曜
日
の
収

集
区
域
を
収
集
し
ま
す
が
、
両
日

と
も
「
缶
」「
び
ん
」
の
収
集
は
行

い
ま
せ
ん
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ

い
。

　

４
月
28
日
㈬
ま
で
と
５
月
６
日

㈭
以
降
は
通
常
ど
お
り
行
い
ま
す
。

（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
は
休
み
で
す
）

　

休
日
明
け
の

清
掃
セ
ン
タ
ー

へ
の
直
接
搬
入
は
大
変
込
み
合
い

ま
す
。
事
故
防
止
に
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

清
掃
セ
ン

タ
ー
☎
22-

２
７
３
４
番
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
24-

７
７
８
７
番

清
掃
用
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

袋
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

　

彦
根
市
で
は
、
地
域
の
環

境
美
化
を
推
進
す
る
た
め
に
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
道
路
や
河

川
、
公
園
な
ど
公
共
の
場
所

を
清
掃
す
る
、
団
体
や
個
人

が
使
用
す
る
清
掃
用
ご
み
袋

（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
袋
）
を
作
成

し
ま
し
た
。

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
清

掃
活
動
で
出
た
ご
み
に
、
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

　

利
用
方
法
な
ど
は
、

清

掃
セ
ン
タ
ー
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

清
掃
セ

ン
タ
ー
☎
22-

２
７
３
４

番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
24-

７
７
８

７
番

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
清
掃
活
動
団
体
の
紹
介

　

市
内
に
は
、
河
川
や
道

路
な
ど
、
公
共
用
地
の
清

掃
活
動
を
行
っ
て
い
る
団

体
が
数
多

く
あ
り
ま

す
。
今
回

は
、
定
期

的
に
活
動

し
て
い
る

２
つ
の
団

体
を
紹
介

し
ま
す
。

▲「荒神山を愛する仲間の会」の活動の様子

荒
神
山
を
愛
す
る

仲
間
の
会

　

月
１
回
程
度
、
荒
神
山
の

林
道
や
荒
神
山
周
辺
の
道

路
・
河
川
の
清
掃
活
動
を
実

施
し
て
い
る
団
体
で
す
。

　

荒
神
山
を
愛
し
、
ご
み
の

な
い
美
し
い
景
観
を
守
り

育
て
た
い
と
願
う
市
民
で

構
成
さ
れ
、
活
動
は
今
年
で

８
年
目
を
迎
え
ま
す
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

グ
ル
ー
プ
久く

留る

美み

　

愛
知
川
堤
防
を
中
心
に

清
掃
活
動
を
行
っ
て
い
る

団
体
で
、
月
１
回
、
美
化
運

動
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

不
法
投
棄
が
特
に
多
く

発
生
す
る
場
所
に
は
、
看
板

を
設
置
す
る
な
ど
、
不
法
投

棄
が
で
き
な
い
環
境
づ
く

り
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。

清
掃
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
お
知
ら
せ

　

彦
根
市
で
は
、
地
域
社
会
の
新

た
な
担
い
手
と
し
て
注
目
さ
れ

る
市
民
活
動
団
体
が
自
主
的
、
自

立
的
に
行
う
社
会
貢
献
活
動
に
対

し
て
、
そ
の
活
動
に
必
要
な
経
費

の
一
部
を
助
成
す
る
こ
と
に
よ
り
、

市
民
活
動
を
応
援
し
ま
す
。

助
成
対
象
団
体

　

▼
特
定
非
営
利
活
動
法
人(

Ｎ

　

Ｐ
Ｏ
法
人) 

　

▼
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
、
そ
の

　

他
の
非
営
利
活
動
を
行
う

　

団
体

　

※
自
治
会
な
ど
は
除
き
ま
す
。

助
成
対
象
事
業

　

▼
市
内
で
行
う
社
会
貢
献
活
動

助
成
金
額
な
ど

　

▼
助
成
対
象
経
費
の
１
／
２
以

　

内
（
５
万
円
が
上
限
で
す
）

応
募
方
法

　

所
定
の
申
請
書
に
必
要
事
項
を

記
入
の
う
え
、
添
付
書
類
を
添
え

て
、
提
出
期
限
ま
で
に
、

ま
ち

づ
く
り
推
進
室
に
直
接
提
出
い
た

だ
く
か
、
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

　

申
請
書
は
、

ま
ち
づ
く
り
推

進
室
、
支
所
・
各
出
張
所
、
各
地
区

公
民
館
な
ど
に
置
い
て
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
彦
根
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

申
込
期
間　

４
月
21
日
㈬
～
５

月
20
日
㈭　

※
必
着

♦
添
付
書
類
な
ど
、
詳
し
く
は
、

ま
ち
づ
く
り
推
進
室
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
問
い
合
わ
せ
先　

ま
ち
づ
く

り
推
進
室
☎
30-

６
１
１
７

番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
22-

１
３
９
８

番
（
〒
５
２
２-

８
５
０
１　

彦
根
市
元
町
４-

２
）、
E
メ
ー

ル: m
achizukuri@

m
a.city.

hikone.shiga.jp

市
民
活
動
を
応
援
し
ま
す
！

「
ひ
こ
ね
市
民
活
動
促
進
助
成
事
業
」
募
集

説
明
会
を
開
催
し
ま
す

　

助
成
金
事
業
の
概
要
、
申

請
に
あ
た
っ
て
の
留
意
点
な

ど
を
説
明
し
ま
す
。

♦
説
明
会
に
参
加
し
な
く
て

も
、
申
請
で
き
ま
す
。

日
程　

４
月
23
日
㈮　

　

１
回
目　

午
後
１
時
30
分

　

～
同
３
時　

　

２
回
目　

午
後
６
時
30
分

　

～
同
８
時　

場
所　

市
役
所
５
階　

第
３

　

委
員
会
室

申
込　

事
前
申
込
は
、
不
要

　

で
す
。

創立�0周年記念講演会＆オープントーク
▶ひこね児童図書研究グループ
　

　創立30周年を記念して、創立当初から指導いただ

いた児童文学作家の今関信子さんに、「私にとって

の 30 年」－作品に編んだ作家の想
おも

い－を語ってい

ただきました。

　後半は、書評家の北村夕香さんに加わってもらい

師弟対談を実現しました。一般の人に「子どもと本

をつなぐかけ橋に」を理念としたグループの活動を

知っていただく機会となりました。

【平成21年９月26日㈯　市立図書館で開催】

平成21年度にはこんな事業に助成しました

全22事業の中から一部を紹介します

子育て応援！子どもと過ごす豊かな時間
　～「ぴ～かぶ～」を鑑賞～
▶彦根おやこ劇場

　劇団風の子九州の「ぴ～かぶ～」（わらべ唄あそび、

劇あそびなど）の鑑賞会を開催しました。子どもたち

が作品に引き込まれて楽しむ様子とそれを見て感

動する保護者の姿で、会場はあたたかく優しい空間

となりました。公演終了後は、参加者が交流する機

会を持ちました。

【平成22年１月28日㈭　南地区公民館で開催】

いなえ楽座その伍「新春　笑月座」
▶稲枝青楽団
　　

　旧正月を祝うことで、伝統的な日本文化を知り、地

域文化に興味を持ち大切に想
おも

う気持ちを育てるこ

とを目的に、「新春　笑月座」を開催しました。

　第１部は、「お正月遊びを楽しむ会」として、独
こ

楽
ま

まわしや凧
たこ

揚
あ

げを行い、子どもとともに大人も童心

に返って和やかな時間・空間を共有しました。

　第２部は、落語家の桂三風さんの「落語会」に会

場が一体となって大いに笑いました。

【平成22年２月14日㈰　みずほ文化センターで開催】

冒険遊び場活動　彦根プレーパーク
▶彦根プレーパークの会

　プレーパークとは、「自分の責任で自由に遊ぶ冒

険遊び場」です。すべり台やブランコなどの遊具は

ありません。大地と自然が遊具であり、遊びの素材

です。子どもたちに自由な時間と自由な空間の中で

とことん「遊びきる」体験をしてほしい！そのため

の環境づくりとして、「まきまきパンづくり」、「流し

ソーメン」などを行いました。

【野田山町の私有地で、毎月第２日曜日・第４土曜日

を中心に活動】



�広報ひこね　平成22年４月15日� 広報ひこね　平成22年４月15日

〈内容〉日常生活に使う会話を学ぶとともに、ブラジルの
文化・習慣にも親しみます。　〈対象〉初心者向けの講座
を受けた経験があり、さらに学習を続けたいと思ってい
る人　〈日時〉５月13日～７月15日の毎週木曜日の 19：00

～ 20：30（全 10 回）　 〈場所〉市民会館２階国際交流ミー

ティングルーム　〈定員〉15人（先着順）　〈教材費〉4,000
円　〈申込開始日〉４月19日㈪　〈申込・問い合わせ先〉

　市民交流課☎ 30-6113、FAX22-1398

〈日時〉６月５日～８月７日の毎週土曜日の 19：00 ～ 21：

00（全10回）　〈場所〉弓道場（市立図書館西隣）　〈対象〉高校

生以上　〈定員〉15人（先着順）　〈受講料〉6,600 円（保険

料 1,600 円を含む）　〈申込期間〉　５月11日㈫～６月３日㈭

〈申込方法・問い合わせ先〉認印と受講料を持って弓道場

☎ 26-0655 へ　※５月９日㈰の13：00 ～ 15：00 に、弓

道場で弓道体験教室を開催します。（事前の申し込み、参加

料は不要）

〈内容〉外国人に日本語を教える方法の基礎から実践まで
教えます。　〈日時〉５月９日～６月13日の毎週日曜日

（６月６日を除く）の 10：00 ～ 11：30　〈場所〉西地区公
民館（本町一丁目）　〈受講料〉1 ,000 円　〈申込方法・問
い合わせ先〉ボランティア日本語教室スマイル事務局☎・
FAX22-9498（本田方）

  

〈内容〉現在、庄堺公園には約1,200本のバラが植栽されて
います。このバラ園の一部を、一年間お世話（剪定、薬剤

散布、草刈りなど）していただく人を募集します。※用具
などは参加者の負担　〈対象〉指定する日（平日で週１日程

度）に必ず参加できる人　〈定員〉５人（申込者多数の場合

は抽選）　〈申込期限〉４月27日㈫（当日消印有効）　〈申込方

法・問い合わせ先〉はがきに住所、氏名、年齢、電話番号、
「バラ園管理ボランティア希望」と書いて、　都市計画課
公園緑地係（〒 522-8501 元町 4-2）☎ 30-6124、ＦＡＸ
24-8517

「男女共同参画フォーラム」は、男女共同参画社会の実
現を目指して、市民一人ひとりが学習したり、 話し合っ
たりする「つどい」の場です。市民の手作りによる事業
を実施するため、実行委員を募集します。　 〈実行委員
の活動内容〉フォーラムの企画会議への参加、フォーラ
ム開催当日の運営、男女共同参画に関する研修の受講　
〈フォーラムの期日・会場〉未定（実行委員会で決めます）

〈参加資格〉市内に在住・在勤・在学の人　※経験の有無

は問いません　〈募集人数〉制限はありません　〈申込期

限〉５月14日㈮　〈応募・問い合わせ先〉　　男女共同参画

センター「ウィズ」☎ 24-3529（FAX 共用）、Ｅメール：
with.hikone@oboe.ocn.ne.jp

 

〈日時〉５月４日（火・祝）　10：00 ～ 15：00　〈場所〉荒神山
公園（荒神山公園春まつり会場内、日夏町）　〈出店料〉１ブー
ス 500 円　〈申込期限〉４月27日㈫　〈申込方法・問い合
わせ先〉直接、リサイクルステーションで申し込むか、往
復はがきの往信の裏面に住所、氏名、電話番号、出店品
目、人数、出店希望日を、返信の表面に住所、氏名を書
いてリサイクルステーション（〒 522-0088 銀座町４-19、

受付時間 10：00 ～ 16：00、木・日曜日は休み）☎ 26-4810
（FAX 共用）へ

５月末から８月にかけて、米国ミシガン州グランドラ
ピッズ市にあるカルビン大学の大学生が彦根に滞在しま
す。ホームステイを提供していただく家庭を募集します。
なお、来日する大学生は、基礎的な日本語の会話ができ
ます。　〈短期〉　学生 17 人と教授１人が５月29日㈯から
６月１日㈫まで滞在し、日本文化の体験や歴史遺産の見
学を行います。　〈長期〉　学生４人が７月３日㈯から８月
３日㈫まで滞在し、市役所や彦根市国際協会で就業体験
を行います。※できれば１家庭につき、１週間以上の受
け入れをお願いします　〈申込期限〉　５月１日㈯　〈その

他〉　受け入れにあたって事前に説明会を開催します　〈申
込・問い合わせ先〉　彦根市国際協会事務局（市民・国際交流

サロン内）☎ 22-1411（内線 590）※日・月曜日は休館

 

　彦根市男女共同参画フォーラム 実行委員

 

　バラ園管理ボランティア

 

　エコマーケット「夢畑」

　これから始める「日本語ボランティア」の　
　ための講習会

　彦根市弓道連盟　弓道教室　

 

　米国カルビン大学生　夏季ホストファミリー

 　ポルトガル語講座（初級Ⅱ）

市　場　に　行　こ　う　！

市
いち

 場
ば

 で 市
いち

　彦根総合地方卸売市場を市民の皆さんに開放し

ます。ぜひ、お越しください。

日時　４月24日㈯、５月８日㈯、同22日㈯　

　いずれも 10：00 ～ 12：00

場所　彦根総合地方卸売市場（安食中町）

内容　地場野菜、肉、

菓子、加工食品、飲

料、茶、こんにゃく、

鮮魚などの販売

※平成��年より、毎

月第２・第４土曜日

に開催することに

なりました。

問い合わせ先　彦根総合地方卸売市場㈱

　☎ 25-2518、FAX28-1718

施
策
の
外
部
評
価
結
果
報

告
書
を
公
表
し
ま
す

　

彦
根
市
で
は
、
効
果
的
で
効
率

的
な
行
財
政
運
営
を
行
う
た
め
、

行
政
評
価
の
一
環
と
し
て
事
務
事

業
評
価
や
施
策
評
価
を
実
施
し
て

い
ま
す
。

　

こ
の
行
政
評
価
に
つ
い
て
、
目

標
と
す
る
指
標
の
公
平
性
や
妥
当

性
、
進
捗
状
況
の
把
握
な
ど
に
お

い
て
、
住
民
の
視
点
か
ら
多
様
な

角
度
か
ら
審
議
し
、
客
観
性
や
透

明
性
を
高
め
て
い
く
必
要
が
あ
る

こ
と
か
ら
、
市
民
や
学
識
経
験
者

か
ら
な
る
「
彦
根
市
行
政
評
価
委

員
会
」
を
設
置
し
、
平
成
20
年
度

に
執
行
し
た
施
策
に
つ
い
て
の
外

部
評
価
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
報
告
書
が
ま
と
ま
り
ま
し

た
の
で
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

　

報
告
書
に
ま
と
め
ら
れ
た
意
見

や
提
言
な
ど
を
、
今
後
の
行
政
運

営
に
つ
な
げ
、総
合
発
展
計
画
「
ひ

こ
ね
21
世
紀
創
造
プ
ラ
ン
」
の
推

進
な
ら
び
に
次
期
総
合
計
画
の
策

定
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

外
部
評
価
結
果
報
告
書
は
、
情

報
公
開
コ
ー
ナ
ー
（
市
役
所
１
階
）、

支
所
・
各
出
張
所
に
備
え
て
い
る

ほ
か
、
彦
根
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

も
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

ご
意
見
な
ど
も
お
待
ち
し
て
い
ま
す

　

ご
意
見
な
ど
は
、
情
報
公
開

コ
ー
ナ
ー
（
市
役
所
１
階
）、
支
所
・

各
出
張
所
に
あ
る
用
紙
に
記
入
し
、

提
出
い
た
だ
く
か
、
ま
た
、
彦
根

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
行
政
評
価

委
員
会
」
コ
ー
ナ
ー
か
ら
も
提
出

い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

な
お
、
ご
意
見
な
ど
は
、
５
月

31
日
㈪
ま
で
に
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

企
画
課

　

☎
30-

６
１
０
１
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ

22-

１
３
９
８
番

第
10
回
彦
根
市
環
境
審
議
会
を

開
催
し
ま
す

　

彦
根
市
環
境
審
議
会
は
、
彦
根

市
環
境
基
本
条
例
に
基
づ
き
、
市

の
区
域
に
お
け
る
良
好
な
環
境
保

全
と
創
出
に
関
し
基
本
的
事
項
を

調
査
審
議
す
る
機
関
で
す
。

　

今
回
の
審
議
会
に
お
い
て
は
、

次
期
「
環
境
基
本
計
画
お
よ
び
地

域
行
動
計
画
」
に
つ
い
て
、
取
り

組
む
べ
き
目
標
や
、
そ
の
目
標
達

成
具
合
を
数
量
的
に
明
ら
か
に
す

る
た
め
の
環
境
指
標
に
つ
い
て
審

議
さ
れ
る
予
定
で
す
。

　

会
議
は
公
開
さ
れ
、
傍
聴
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、
傍
聴
を

希
望
す
る
人
は
、
審
議
会
開
催
前

日
ま
で
に

生
活
環
境
課
に
申
し

込
ん
で
く
だ
さ
い
。（
先
着
順
で
５

名
ま
で
）

日
時　

４
月
27
日
㈫　

午
後
３
時

か
ら

場
所　

市
役
所
５
階　

第
２
委
員

会
室

問
い
合
わ
せ
先　

生
活
環
境
課

☎
30-

６
１
１
６
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ

27-

０
３
９
５
番

農
業
濁
水
を
流
さ
な
い
で

　

今
年
も
基
本
事
項
の
徹
底
を
！

　

代
か
き
や
田
植
え
の
時
期
が
近

づ
い
て
き
ま
し
た
。
こ
の
時
期
、農

作
業
に
よ
る
濁
水
が
流
出
す
る
と
、

び
わ
湖
の
水
質
を
悪
化
さ
せ
、
魚

な
ど
、
生
き
物
が
住
み
に
く
く
な

り
ま
す
。「
環
境
こ
だ
わ
り
農
業
」

を
目
指
し
て
、
濁
水
を
流
さ
な
い

農
業
を
実
践
し
ま
し
ょ
う
。

▼
け
い
畔
の
点
検
、あ
ぜ
塗
り
、ま

た
は
あ
ぜ
シ
ー
ト
を
設
置
し
ま

し
ょ
う
。

▼
代
か
き
は
浅
水
で
行
い
濁
水
を

流
さ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

▼
田
植
え
前
の
強
制
落
水
は
絶
対

に
や
め
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
先　

農
林
水
産
課

☎
30-

６
１
１
８
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ

24-

９
６
７
６
番

㈳
滋
賀
県
防
犯
協
会

「
ラ
・
フ
ェ
ス
タ
・
プ
リ
マ

ベ
ラ 

２
０
１
０
」
が
開
催

さ
れ
ま
す

　

近
畿
一
円
を
ル
ー
ト
と
し
た

ク
ラ
シ
ッ
ク
ス
ポ
ー
ツ
カ
ー
ラ

リ
ー
「
ラ
・
フ
ェ
ス
タ
・
プ
リ

マ
ベ
ラ
２
０
１
０
」
が
開
催
さ

れ
ま
す
。
ス
タ
ン
プ
ポ
イ
ン
ト

で
あ
る
彦
根
市
も
、
彦
根
イ
ン

タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
か
ら
彦
根
城
周

辺
、
夢
京
橋

キ
ャ
ッ
ス
ル

ロ
ー
ド
な
ど

が
通
過
ル
ー

ト
に
な
っ
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、こ
の

イ
ベ
ン
ト
に

は
堺
正
章
さ

ん
や
、
木
内
み

ど
り
さ
ん
、
大
倉
正
之
助
さ
ん

な
ど
著
名
人
も
参
加
予
定
で
す
。

イ
ベ
ン
ト
名　

「La　

Festa 

P
rim

avera　

２
０
１
０
」

（
ラ
・
フ
ェ
ス
タ
・
プ
リ
マ
ベ
ラ

２
０
１
０
）

日
時　

４
月
20
日
㈫　

午
前
９

時
～
同
10
時
に
通
過
予
定

通
過
ル
ー
ト　

名
神
高
速
彦
根

イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
→
京
町

→
市
役
所
前
→
彦
根
城
内
→

西
中
学
校
・
滋
賀
大
学
前
→

京
橋
口
駐
車
場
（
ス
タ
ン
プ
ポ

イ
ン
ト
）
→
夢
京
橋
キ
ャ
ッ
ス

ル
ロ
ー
ド
→
ベ
ル
ロ
ー
ド

※
大
会
に
よ
る
交
通
規
制
は
あ

り
ま
せ
ん
。

問
い
合
わ
せ
先　

ラ
・
フ
ェ
ス

タ
・
プ
リ
マ
ベ
ラ
組
織
委
員

会
☎
03-

５
７
０
７-

７
０

４
１
番

▶
昨
年
の
佐　

和
口
多
門　

櫓
付
近
の　

様
子

「
防
犯
モ
デ
ル
駐
車
場
」

推
奨
制
度
を
実
施
し
ま
す

　

㈳
滋
賀
県
防
犯
協
会
で
は
、
滋

賀
県
防
犯
設
備
士
協
会
の
協
力
を

得
て
、
犯
罪
被
害
に
遭あ

い
に
く
い

構
造
設
備
の
駐
車
場
を
、「
防
犯
モ

デ
ル
駐
車
場
」
と
し
て
推
奨
す
る

制
度
を
導
入
し
ま
し
た
。

　

推
奨
を
受
け
た
駐
車
場
の
所
有

者
に
は
、「
推
奨
通
知
書
」、「
推
奨

プ
レ
ー
ト
」、「
推
奨
の
ぼ
り
旗
」

を
交
付
し
ま
す
。

　

推
奨
を
受
け
る
に
は
、
申
請
が

必
要
に
な
り
ま
す
の
で
、
詳
し
く

は
、
㈳
滋
賀
県
防
犯
協
会
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

㈳
滋
賀
県
防
犯

協
会
☎
０
７
７-

５
２
５-

６

５
２
９
番
、Ｆ
Ａ
Ｘ
０
７
７-

５

２
５-

６
５
５
６
番
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※駐車場での駐車時間は、30 ～ 40 分間です。

※臨時の収集については、早めにお申し込み

ください。（臨時の収集は、原則として毎

週火・金曜日に実施します。）

※収集の状況によって、収集日は３日程度前

後することがありますが、ご了承ください。

５月前半

６日㈭

７日㈮

10日㈪

11日㈫

1�日㈬

1�日㈭

14日㈮

野田山、正法寺、地蔵、原（原西団地）、西沼波（東部）、本

町一丁目、本町二丁目、本町三丁目、銀座、中央（第１・４部）、

芹橋一丁目、芹橋二丁目（河原二丁目一部を含む）、幸、松原

一丁目、松原二丁目、松原（四ツ川）、三津

野田山、正法寺、地蔵、外、里根、幸、安清、芹、西今、平田（大

沢）、海瀬、三津屋

里根、外、戸賀、小泉、野瀬、西今、三津屋、須越

山之脇、芹川、戸賀、小泉、西今、八坂、須越

馬場一丁目、馬場二丁目、長曽根、八坂北、開出今団地（第１・

３部）、大藪、芹川、後三条（下）、西今、ハ坂

城町一丁目、城町二丁目、栄町一丁目、栄町二丁目、池州、金亀、

尾末、大橋、元岡、沼波、大藪、開出今（蔵の町団地）、ハ坂

（東団地）、中央（第２・３部）、立花、宇尾

中藪一丁目、中藪二丁目、中藪、長曽根南、元、船、旭、京

町一丁目、京町二丁目、京町三丁目、大東、錦（第１部）、平

田（大沢を除く）、開出今、宇尾、

日・曜日 駐　　　　　車　　　　　場 時　間

巡回日程【５月前半】

図書館休館日 ３日（月・祝）、４日（火・祝）、

５日（水・祝 ）、10 日㈪

６日㈭

７日㈮

１日㈯

１1 日㈫

１2日㈬

１3日㈭

太 平 団 地
東 山 会 館
湖 上 平 団 地 堤 医 院 前

葛 籠 町 公 民 館
高 宮 地 域 文 化 セ ン タ ー
Ｂ Ｓ ア パ ー ト ２ 号 棟

宮 田 町 山 田 神 社
JA 東 び わ こ 鳥 居 本 支 店 駐 車 場
鳥 居 本 高 根 団 地
小 野 こ ま ち 会 館

清 崎 町 ば ん ば
JA 東 び わ こ 本 店 前 駐 車 場
河 瀬 地 区 公 民 館

多 景 保 育 園 横
長曽根町・エクセレントヒルズ彦根
彦 根 ニ ュ ー タ ウ ン 中 央 部

楡 公 民 館
昭 和 電 工 茂 賀 ハ イ ツ
W A っ と ね す 春 日

１３：２０
１４：１０
１５：００

１３：３０
１４：２０
１５：１０

１１：００
１３：２０
１４：１０
１５：００ 

１３：２０
１４：１０
１５：００

１３：２０
１４：１０
１５：００

１３：３０
１４：２０
１５：１０

１4日㈮

鳥 居 本 地 区 公 民 館
小泉町百貨卸センター駐車場（東側）
東 沼 波 町 秋 葉 神 社
旭 森 地 区 公 民 館

１１：００
１３：２０
１４：１０
１５：００

５月前半

１5日㈯
JA 東 び わ こ 種 子 セ ン タ ー
滋 賀 観 光 バ ス 彦 根 営 業 所
ロ ー ソ ン 彦 根 外 町 店 駐 車 場

１３：２０
１４：１０
１５：００
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吉よ
し

原は
ら

蒼あ
お

葉ば

ち
ゃ
ん

（
東
沼
波
町
）

山や
ま

本も
と

蒼そ

空ら

ち

ゃ

ん

（
川
瀬
馬
場
町
）

日ひ

比び

野の

百も

桃も

ち
ゃ
ん

（
野
口
町
）

ひこね元気計画�1
推進中！
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ば
肥
田
の
城
と
城
下
を
守
る
役
割
も

担
っ
て
い
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
先　

教
育
委
員
会
文

化
財
課
☎
26-

５
８
３
３
番
、Ｆ
Ａ

Ｘ
26-

５
８
９
９
番
、
Ｅ
メ
ー
ル: 

b
u

n
ka

za
i@

m
x.h

iko
n

e
.

ed.jp
 

　

肥
田
城
は
、
宇
曽
川
の
東
に
位
置

す
る
高た

か

野の

瀬せ

城
（
豊
郷
町
高
野
瀬
）
を

本
拠
と
す
る
在
地
の
土ど

豪ご
う

（
土
着
の
豪

族
）
高
野
瀬
隆た

か

重し
げ

が
、
六
角
氏
の
命
に

よ
り
築
い
た
と
伝
え
る
平
地
の
城
館

で
す
。

　

そ
の
後
、
高
野
瀬
秀ひ

で

隆た
か

の
代
に
は

浅
井
氏
に
通
じ
た
た
め
、
六
角
氏
の

攻
撃
を
受
け
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

永え
い

禄ろ
く

２
年
（
１
５
５
９
）、六
角
義よ

し

賢か
た

は

肥
田
城
を
攻
め
ま
す
。
と
こ
ろ
が
肥

田
城
の
守
り
は
堅
く
、
そ
こ
で
一
計

を
案
じ
た
義
賢
は
、
城
の
周
囲
に
堤

を
築
き
、
宇
曽
川
や
愛
知
川
の
水
を

堰せ

き
入
れ
る
と
い
う
挙
に
出
ま
し
た
。

世
に
言
う
「
肥
田
城
の
水
攻
め
」
で
す
。

　

水
か
さ
は
日
に
日
に
増
し
て
一
帯

が
湖
面
の
よ
う
な
あ
り
様
と
な
り
、

城
中
も
水
浸
し
と
な
っ
た
よ
う
で
す

が
、
洪
水
に
よ
り
堤
が
切
れ
、
水
攻

め
は
失
敗
に
終
わ
っ
た
と
い
い
ま
す
。

こ
の
と
き
築
か
れ
た
堤
は
、
近
年
の

ほ
場
整
備
で
無
く
な
る
ま
で
見
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　

水
攻
め
の
失
敗
に
よ
り
、
一
時
は

退
却
し
た
六
角
義
賢
で
す
が
、
翌
年

８
月
、
再
び
軍
を
整
え
て
肥
田
城
を

攻
め
ま
す
。
高
野
瀬
秀
隆
か
ら
知
ら

せ
を
聞
い
た
浅
井
長
政
は
、
肥
田
城

の
西
方
、
野の

良ら

田だ

表お
も
て

で
相
対
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
戦
い
も
浅

井
勢
が
勝
利
し
、
肥
田
城
を
め
ぐ
る

２
度
の
攻
防
に
よ
り
、
浅
井
氏
が
犬

上
・
愛
知
の
２
郡
を
手
中
に
納
め
た

の
で
す
。
今
年
は
、
野
良
田
表
の
戦

い
か
ら
４
５
０
年
目
の
節
目
と
な
り

ま
す
。

　

浅
井
氏
滅
亡
後
、
高
野
瀬
秀
隆
は

織
田
信
長
の
家
臣
柴し

ば

田た

勝か
つ

家い
え

に
仕
え
、

天て
ん

正し
ょ
う

２
年
（
１
５
７
４
）、
越
前
（
福
井

県
）
の
一い

っ

向こ
う

一い
っ

揆き

討
伐
で
子
の
隆た

か

景か
げ

と

と
も
に
自
害
し
ま
し
た
。

　

肥
田
城
を
重
視
し
た
織
田
信
長
は
、

高
野
瀬
秀
隆
ら
が
自
害
し
て
間
も

な
く
、
配
下
の
蜂は

ち

谷や

頼よ
り

隆た
か

を
肥
田
城

主
に
封
じ
ま
し
た
。
信
長
が
本
能
寺

で
死
去
し
た
後
は
豊
臣
秀
吉
に
仕
え
、

天
正
17
年
（
１
５
８
９
）
に
こ
の
世
を

去
り
ま
し
た
。

　

蜂
谷
頼
隆
の
後
を
受
け
て
肥
田
城

主
と
な
っ
た
の
は
、
秀
吉
配
下
の
長は

谷せ

川が
わ

秀ひ
で

一か
ず

で
し
た
。
彼
は
、
文ぶ

ん

禄ろ
く

元

年
（
１
５
９
２
）
に
朝
鮮
出
兵
の
た
め

海
を
渡
り
、
翌
年
に
病
の
た
め
に
亡

く
な
り
ま
し
た
。

　

長
谷
川
秀
一
の
病
没
後
、
肥
田
城

は
廃
城
と
な
り
荒
廃
し
て
い
た
よ
う

で
す
が
、
江
戸
時
代
を
迎
え
彦
根
藩

◀
肥
田
城
跡
を
囲
む
土
塁
と
堀

領
と
な
っ
た
慶け

い

安あ
ん

３

年
（
１
６
５
０
）、
藩
の

命
に
よ
り
開
墾
さ
れ

て
新
田
に
生
ま
れ
変

わ
り
ま
し
た
。
現
在
も

「
上
新
田
」「
下
新
田
」

の
小
字
名
が
残
っ
て

い
ま
す
。

　

こ
う
し
て
肥
田
城

の
中
心
部
分
は
美
田

と
な
り
ま
し
た
が
、
そ

の
周
辺
に
は
「
勘
ケ
由

屋
敷
」「
藤
蔵
屋
敷
」

「
丹
波
屋
敷
」「
新
助
屋

敷
」
な
ど
の
武
家
屋
敷

や
、「
山
王
」「
鹿
島
円
城

寺
」「
宮
前
」
な
ど
社
寺

ゆ
か
り
の
小
字
名
が

広
が
っ
て
い
ま
す
。
さ

ら
に
外
側
の
屋
敷
地
は
、
縦
横
に
町

割
り
の
広
が
る
町
屋
で
あ
っ
た
と
考

え
ら
れ
、「
西
町｣

｢

東
町｣

「
登
町
」

な
ど
の
名
を
残
し
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
そ
の
外
周
は
、
今
も
土
塁

と
堀
に
囲
ま
れ
て
い
ま
す
。
肥
田
の

城
下
に
入
る
に
は
、
土
塁
を
開
削
し

橋
を
設
け
た
狭
い
入
口
を
経
由
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
水
害
へ
の
備

え
で
あ
る
と
と
も
に
、
一い

っ

朝
ち
ょ
う

事
あ
れ


